
実施期間 ６月１８日～１１月２５日

静岡支部

～私たちは介護のプロを応援します～

（公財）介護労働安定センター

令和６年度

介護労働講習（実務者研修を含む）

掲載している写真・氏名等の個人情報につきましては、予めご本人の承諾を得て掲載しています。



受講者の皆様、本日ここに無事修了式を迎えられましたこと、心から
お祝い申し上げます。おめでとうございます。
６月から足掛け６ヶ月間、試験やレポートなど大変なこともあったと

思います。５０名全員が修了できたこと、皆様に感謝申し上げます。
本当にお疲れ様でした。
これから介護の世界に飛び込むわけですが、「感謝、熱意、楽しく」を

胸に刻んで大切にしてください。この３つの言葉が人生の夢をかなえる
推進力になるとも言えます。
働き始めると必ず、迷いやつらい気持ちに直面すると思います。

そんな時、解決するのにこの３つの言葉が役立つはずです。ぜひ意識
してみてください。
６ヶ月の間、学習以外にも貴重な経験をされたと思います。大切な

仲間もできたと思います。この経験は、これからの人生に必ずプラスに
なると確信しております。
皆様の今後のご活躍をご祈念しております。ありがとうございました。

静岡支部長

修了者へ贈る言葉

修了おめでとうございます

撮影時の短時間のみマスクを外しております



開講式

講習風景①

講義

期待と不安の中、５０名は開講日を迎えました。緊張しています。 社会保障制度・医学の基礎知識等、毎日真剣に学びました。

グループワーク

様々な課題をグループで事例検討し、発表しました。最初は戸惑いましたが、場を重ねるごとに色々な意見が出るようになりました。

福祉用具見学

300点ほどの福祉用具が展示されている施設を見学しました。手に取ったり実際に試したり、驚きと発見の連続でした。



生活支援技術

講習風景➁

６日間にわたり、ベッド・車椅子・杖での移動・移乗、体位変換、衣服着脱・食事・排泄の介助等、たくさんの介護技術を学びました。

医療的ケア演習

50時間の講義の後、口腔・鼻腔等の喀痰吸引、胃ろう腸ろう・経鼻経管栄養、救急蘇生法の演習を行いました。必死で手順を覚えました。



介護過程Ⅲ実技

講習風景③

介護過程では、科学的根拠に基づいた介護を実践するための知識や技術を学びました。介護計画書を作成し、事例に沿って実技演習を行いました。

レクリエーション演習

講師から福祉レクリエーションについて学んだ後、心身への効果などをグループごとに話し合って提案、発表しました。



就職支援（模擬面接）

介護事業所や施設を想定した模擬面接を行いました。自己PRや志望動機等を明確化する良い機会となりました。

就職支援（就職面接会）

労働局と連携し、県内の介護事業所約15ヶ所の採用担当者の方々においでいただき、施設説明会（就職面接会）を実施しました。

修了式

講習最終日、支部長から
ひとりひとり修了証書を受け
取りました。
皆さんのうれしそうな笑顔が
眩しかったです。約６ヶ月間、
本当によく頑張りました。
修了おめでとうございます!!

講習風景④



６ヶ月間、長いようであっという間
でした。介護について全く知らない
ゼロからのスタートで不安もありま
したが、講師の方々の熱心なご指導
のおかげで無事修了することができ
ました。ありがとうございました。

介護職は人に寄り添う温かい
仕事だということを知りました。
医学的な知識も必要であり、講習が
終わっても学び続けていかなければ
ならないと思っています。
今回、想像以上に専門的な勉強が
できたこと、感謝しています。

社会人になってから新たに友達が
でき、仲間と学んだことは本当に
楽しくて充実した日々でした。
ここで出会った『奇跡の50人』が
それぞれ介護現場で活躍できると
いいなと思います。

こんなに勉強したのは高校生以来
だったので、理解するのに苦戦した
こともありましたが、いつも優しい
仲間がそばにいて助けてくれました。
そして今、無事修了し、３年後の

介護福祉士試験に向けて頑張って
いきたいと思えるようになりました。

今回、年齢も職歴も違う様々な
個性を持った50名と関わり合いながら
共に学んでいるうちに、自然と
コミュニケーション力も高まり、
人として成長できたと思います。
介護現場ではチームワークが

大切なので生かしていけそうです。

私は無資格で何の知識もないまま
介護現場で働いていましたが講習を
受講して、多くの自分の間違いに
気付きました。福祉の理念や考え
方、科学的根拠に基づく介護など
今まで基本を知らずに働いてきた
ことが悔やまれます。もっと早く
受講したかったです。

施設実習では介護職員の皆様が
素早くその場に適した対応をされ
ていて、そのプロフェッショナルな
姿に感動しました。
また、自分は利用者様と接する

のは初めてでしたが、楽しく触れ
合うことができ、５日間の実習は
あっという間でした。

今年は５０名が講習を修了し、それぞれの道へ進んでいきました。
修了者の感想をご紹介します。

講習を終えて

この６ヶ月間で学んだことは、
今後介護職として働く上で必須なもの
ばかりでした。超高齢社会の日本で
介護職員は、ますます必要となって
いきます。自分にできることは何かを
考えながら、介護の仕事に携わって
いきたいと思っています。



就職先を訪ねて

介護労働講習で学んだことは現在の仕事にどのように活かされていますか？

【渡辺さん】 介護について学んだ基礎知識や基本技術を活かし、初心を忘れずに思いやりのある介護を心掛け、

日々業務に励んでいます。

【平岩さん】 介護をする上で大切な「尊厳」を持って接する姿勢、気持ちを理解し「共感」すること、安全な介助方法

など、たくさんのことを６ヶ月という短期間で学びました。それは現在、私の指針となっています。

実際に介護の仕事に就かれた感想は？

介護労働講習などについてのご感想は？

これから受講される方へメッセージをお願いします

渡辺昌広 さん
平成２８年度修了者

平岩健志 さん
令和５年度修了者

【渡辺さん】 利用者様が一日元気に笑顔で過ごされる様子を見ると、やりがいを感じます。

【平岩さん】 まだまだ自分は他の職員のように上手に介助ができないことも多いのですが、先輩職員からの

アドバイスに助けられながら日々頑張っています。少しでも早く上手に安全に介助ができるよう、

ご利用者様に寄り添う介護職員になりたいと思っています。

【渡辺さん】 初めて介護の勉強をする自分にとって、わかりやすく時には熱く講義をしてくださる講師の方々に

感謝しています。 世代も考え方も違う仲間が共に介護の道を志し、一喜一憂しながら励まし合い

多くのことを学ぶという何事にも代えがたい経験をすることができました。ありがとうございました。

【平岩さん】 介護の現場で豊富な経験をお持ちの講師の方々が、リアルなエピソードを交えながら基礎から

わかりやすく、実践にも役立つように教えてくださいました。受講者同士助け合いながら様々な課題に

取り組んでいるうちに、絆が生まれたこともかけがえのない経験でした。

【渡辺さん】 介護の勉強をするのが初めての方にもわかりやすく教えてくださる講師陣と、同じ道を目指す仲間と

共に、楽しく充実した時間を過ごすことができます。

ぜひ、みなさんにも介護労働講習を受講していただきたいです!!
【平岩さん】 介護労働講習では介護分野で働くために必要な基礎知識や介護技術、社会保障制度、心構えなどを

学ぶことができます。また、講習修了後もセンター職員の方が介護現場での悩み事の相談に乗って

くれるので心強いです。 今後、介護の仕事に就こうとお考えの方にぜひお勧めします。



管理者さまから一言

普段の仕事ぶりはいかがですか？

★渡辺さんは、デイサービスの長として職場のメンバーが働きやすい環境を常に考え行動してくれています。

介護福祉士も取得され、優しい対応が職員、利用者様から大好評で、ここになくてはならない存在です。

★平岩さんは、他のどの職員よりも学ぶ意欲が高く、彼の親しみやすい性格が利用者様からも大人気です。

今後は介護福祉士を目指し、多くの介護業務を吸収していってほしいです。期待しています。

矢崎総業株式会社 ヤザキケアセンター紙ふうせん

施設長 遠山亜希子 氏

これから受講される方へメッセージをお願いします

【遠山施設長】

「介護」というお仕事にどんなイメージを持っていますか？私は「利用者様の残された人生をハッピーに

演出する仕事」だと思っています。 また、この仕事に誇りを持っています。 受講される皆様にも同じ

気持ちを感じてもらえると嬉しいです。 大変なこともあると思いますが、一緒に「介護」を盛り上げて

いきたいですね。頑張りましょう!!

【平塚副施設長】

介護の仕事は利用者様とそのご家族の暮らしに大きな影響を与えるやりがいのある仕事です。大変な

ことも多いですが利用者様やそのご家族の方からいただく感謝の言葉で達成感を感じることができます。

介護労働講習で学んだ知識や技術を存分に発揮することはもちろん、進化し続ける介護の現場では

日々学び続けることが重要です。頑張ってください!!

就職先を訪ねて

副施設長 平塚拓郎 氏

就職者２名と遠山施設長、平塚副施設長とご一緒に♪


